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研究成果の概要（和文）：前十字靭帯損傷膝の脛骨－大腿骨の位置関係を、CT画像を用いて調べ、健側正常膝の位置関
係と比較して脛骨が前方かつ内旋することを示した。　次に、同対象に前十字靭帯再建術を施行し、術後３週と６ヶ月
に同様の評価をし、術後３週では、脛骨は後方及び外旋しており、正常とは異なった位置関係であったが、術後６ヶ月
での評価にて、正常膝と同じ位置関係にあった。　本研究により、術前異常な位置関係であった膝が、術後６ヶ月でよ
うやく正常膝と同じ位置関係に戻る事がわかった。

研究成果の概要（英文）：Tibia-femur relationship was compared on the knee with anterior cruciate ligament 
(ACL) injury to the normal knee.  The tibia translated anteriorly and rotated medially on the ACL-injured 
knee.  Then the tibia moved posteriorly and rotated laterally 3 weeks after ACL reconstruction, while the 
tibia located at the same place as the normal one.
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１．研究開始当初の背景 
  前十字靭帯再建術後における、脛骨—大
腿骨の位置関係を調べた論文は、過去にいく
つかあるが、いずれも術後に異常な位置関係
であることを示したものばかりであった。 
また、経時的に評価したものはなかった。 
 
 
２．研究の目的 
（１）前十字靭帯(ACL)損傷膝の脛骨−大腿骨
位置の評価を行うこと 
 
（２）ACL 再建術後の脛骨−大腿骨位置の経
時的変化を評価すること 
 
 
３．研究の方法 
（１）ACL損傷膝の脛骨−大腿骨位置評価 
  ACL 損傷膝及び反対側正常膝に対し、仰
臥位にて CT を撮影し、３次元構築した画像
を比較し、損傷膝の脛骨位置の転位を評価
した。 
 
（２）ACL菜園膝の脛骨−大腿骨位置評価 
  ACL 再建膝に対し、術後３週及び６ヶ月
に CT を撮影し。同様に３次元構築した画像
から、健側膝と比較して、再建膝の脛骨位置
の経時的変化を調べた。 
 
（３）荷重位での評価 
  ACL 損傷膝及び再建膝に対し、荷重位で
片脚スクワットを施行した際の、脛骨−大腿
骨位置を、フラットパネルを用いた画像から
評価し、術後３ヶ月と１年において、動態的
に評価した。 
 
 
４．研究成果 
（１）ACL損傷膝の脛骨−大腿骨位置評価 
  脛骨は反対側正常膝と比較して、前方お
よび内旋位に転位していた。（図１,２） 
 
（２）ACL再建膝の脛骨−大腿骨位置評価 
  術後３週では、脛骨は健側と比較して、
後方および外旋位にあった。 
  術後６ヶ月では、反対側膝と同じ位置に
なっており、過去の報告とは異なり、適切な
手術を行えば、正常膝が再現できていること
を示した。（図１,２） 
 
（３）荷重位での評価 
  さらに荷重位スクワット動作による、脛
骨位置の評価でも、臥位と同様に、術前正常
膝と異なった位置関係にあった膝が、手術後
１年にて健側と同等な位置になることを示
した。（図３） 
 
 
 
 

 

 
図１：脛骨の前後方転位 

プラスが前方、マイナスが後方 
 

 
 

図２：脛骨の内外旋転位 
プラスが内旋、マイナスが外旋 
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図３：荷重位動作時の脛骨前後方位置 
横軸：膝屈曲角度、縦軸：脛骨前方転位 
①損傷膝 vs 正常膝 ②再建膝 vs 正常膝 
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